
９ 市議会だより 第148号

市
政
を
問
う

ズバリ

！

９月定例会

代表質問・一般質問

本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
詳しい内容については、会議録（12月上旬発行予定）を図書館及び市の
ホームページ（http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/）で閲覧することが
できます。

● 代表質問
（１）鈴木章司議員　（清風会＆公明）　　　　 　　　　　　

①借入金残高は 357 億円からどう増減したのか
②運営委員会からの提言にどう取り組んでいくのか

（２）小原丈司議員　（山と川の街大月）　　　　　　　　　 
①市道等の整備計画と今後の予定は
②宮谷簡易水道の東部地域広域水道企業団への統合の考えは

（３）藤本　実議員　（日本共産党）　　　　　　　　　

（４）小林信保議員
①「宿泊施設の誘致に関する条例」を制定し、ホテルの誘致を
②インバウンド観光に対する考えは
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● 一般質問

（５）鈴木基方議員
①東部広域連合で共通の課題を処理できないか
②猿橋学童保育施設の建築手法は

14 ページ

代表質問・一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に
対する方針などをただしたり、報告を求めたりするもので、
各定例会で行われます。

今定例会では、５名の議員が質問を行いました。

①第７期介護保険事業計画の策定は
②「介護の聖地」の将来像は
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減
少
は
、
普
通
会
計
だ
け
で
は

な
く
、
下
水
道
や
企
業
団
等
の

事
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
事
業

精
査
を
行
う
中
で
地
方
債
の
抑

制
を
図
っ
て
き
た
結
果
で
あ
る

と
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
施
設
整
備
に
投

資
す
る
た
め
、
地
方
債
を
借
り

入
れ
る
こ
と
は
施
設
を
使
用
す

る
世
代
間
負
担
の
公
平
化
を
図

る
上
で
有
効
な
財
政
手
法
で
も

あ
り
ま
す
。

今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
等
の
大
型
事
業
が
来
年

度
以
降
も
予
定
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
事
業
の
優
先
順
位
を
検

討
し
な
が
ら
、
地
方
債
残
高
を

減
ら
す
た
め
に
も
、
借
入
額
は

元
金
償
還
額
以
下
に
抑
え
る
、

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
予
算
編
成

を
行
い
、
事
業
を
執
行
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
よ

う
な
予
算
編
成
を
し
て
い
く
中

で
、
借
入
金
残
高
は
引
き
続
き

減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
に
向
け

た
行
財
政
改
革
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
運
営
委
員
会
か
ら
の
提
言
に

Ｑ
  ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

Ａ
佐
藤
院
長
に
よ
る
新
た
な
体

Ａ
制
の
も
と
、
職
員
全
体
で
経

Ａ
営
改
善
に
取
り
組
む

Ｑ
借
入
金
残
高
は
３
５
７
億
円

Ｑ
  か
ら
ど
う
増
減
し
た
の
か

Ａ
平
成
28
年
度
末
に
は
約
58
億

Ａ
円
減
少
し
て
２
９
９
億
円
余

Ａ
り
と
な
る

問
石
井
市
長
が
市
長
就
任
以

来
、
10
年
が
経
過
し
、
市

立
中
央
病
院
の
運
営
は
、

多
額
の
赤
字
補
て
ん
が
支

出
さ
れ
た
半
面
、
財
政
健

全
化
と
し
て
、
市
全
体
の

借
入
金
残
高
が
減
少
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
借
入
金
残
高
は
、

平
成
18
年
度
末
の
３
５
７

億
円
か
ら
ど
の
よ
う
に
増

減
し
た
の
か
。
ま
た
、
今

答
市
長

問
中
央
病
院
の
健
全
化
の
た

め
、
小
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
提
言
が
な
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
内
容
は
中
央

病
院
の
診
療
の
在
り
方
、

経
営
改
善
の
方
策
等
で
す
。

こ
の
提
言
に
対
し
、
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

答
病
院
事
務
長

当
院
の
院
長
に
佐
藤
二
郎
先

生
が
就
任
し
、
新
た
な
体
制
の

も
と
、
現
在
院
内
の
管
理
職
員

で
構
成
す
る
企
画
会
議
で
、
提

言
項
目
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
、

早
期
に
対
応
す
べ
き
項
目
と
中

長
期
に
取
り
組
む
項
目
に
分
類

し
、
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
早

期
に
対
応
す
べ
き
取
り
組
み
は
、

診
療
科
、
診
療
日
数
等
の
見
直

地
方
債
の
借
入
額
を
元
金
償

還
額
以
下
に
抑
え
る
こ
と
に
よ

り
、
借
入
金
残
高
は
、
平
成
18

年
度
末
の
３
５
７
億
円
余
り
が
、

平
成
28
年
度
末
に
は
約
58
億
円

減
少
し
て
２
９
９
億
円
余
り
と

な
る
、
そ
の
よ
う
な
見
込
み
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
借
入
金
の

代
表
質
問

し
、
当
直
体
制
や
救
急
受
け
入

れ
態
勢
の
見
直
し
、
健
診
セ
ン

タ
ー
の
強
化
、
北
都
留
医
師
会

と
の
連
携
強
化
な
ど
で
す
。
診

療
科
、
診
療
日
数
等
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
様
や
患
者
さ
ん

の
要
望
も
あ
り
、
さ
ら
に
関
係

す
る
大
学
病
院
の
医
局
と
の
協

議
等
も
必
要
で
す
の
で
、
内
容

を
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
経
営
形
態
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
を
第
１
候
補
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
提
言
で
す
が
、

佐
藤
院
長
に
よ
る
新
た
な
体
制

の
も
と
、
今
後
も
職
員
全
体
で

経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

鈴木　章司
清風会＆公明

後
の
見
通
し
は
。
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Ｑ
市
道
等
の
整
備
計
画
と
今
後

Ｑ
  の
予
定
は

Ａ
総
合
的
な
道
路
整
備
計
画
の

Ａ
策
定
に
着
手
し
た
い

Ｑ
宮
谷
簡
易
水
道
の
東
部
地
域

Ｑ
  広
域
水
道
企
業
団
へ
の
統
合

Ｑ
  の
考
え
は

Ａ
地
区
住
民
の
合
意
形
成
が
整

Ａ
っ
た
時
点
で
再
度
検
討
す
る

問
簡
易
水
道
の
上
水
道
へ
の

統
合
に
つ
い
て
、
宮
谷
簡

易
水
道
を
整
備
し
て
東
部

地
域
広
域
水
道
企
業
団
へ

の
統
合
の
考
え
は
。

答
産
業
建
設
部
長

既
に
間
明
野
・
桑
西
地
区
と

の
統
合
に
向
け
、
計
画
協
議
中

で
あ
り
ま
す
真
木
地
区
の
施
設

整
備
案
件
と
初
狩
地
区
の
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
に
伴
う

覚
書
に
定
め
る
地
域
振
興
事
業

の
初
狩
西
部
４
地
区
の
統
合
整

備
案
件
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

問
大
月
市
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
大
月
駅
北
側
か
ら

高
月
ま
で
の
賑
岡
線
拡
幅

の
進
捗
状
況
と
、
猿
橋
駅

周
辺
開
発
に
欠
か
せ
な
い

猿
橋
駅
北
口
と
宮
下
橋
を

結
ぶ
直
線
道
路
の
考
え
は
。

ま
た
、
猿
橋
南
口
殿
上
線

拡
幅
は
。

代
表
質
問

小原　丈司
山と川の街大月

答
市
長

市
道
大
月
賑
岡
線
の
拡
幅
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
定
例
会
に

補
正
予
算
案
を
提
出
い
た
し
、

議
決
を
い
た
だ
い
た
後
に
地
形

測
量
業
務
委
託
を
発
注
し
、
沿

線
の
方
々
の
安
全
確
保
を
第
一

に
、
市
民
会
館
入
り
口
の
交
差

点
改
良
等
も
あ
わ
せ
た
総
合
的

な
道
路
整
備
計
画
の
策
定
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
土
地
所
有
者
並
び
に

地
域
住
民
の
皆
様
に
は
、
測
量

作
業
の
現
地
立
ち
入
り
に
伴
い
、

説
明
会
を
実
施
し
て
意
向
を
確

認
す
る
中
で
、
事
業
に
対
す
る

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
よ
う
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

次
の
猿
橋
駅
北
側
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
で
あ
る
県
道
猿
橋
停

車
場
線
の
改
良
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
県
道
猿
橋
停
車
場
線
と

国
道
20
号
の
交
差
点
は
、
信
号

機
も
な
く
、
道
路
幅
員
も
狭
い

こ
と
か
ら
国
土
交
通
省
も
危
険

箇
所
と
し
て
把
握
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
北
口
は
、
公
道
に

接
し
て
い
な
い
住
居
や
空
き
家

が
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
手
法

を
用
い
た
面
的
な
整
備
に
よ
り
、

県
道
猿
橋
停
車
場
線
が
宮
下
橋

交
差
点
か
ら
駅
北
口
ま
で
直
接

つ
な
が
る
道
路
と
な
る
よ
う
に

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

猿
橋
駅
南
口
の
市
道
殿
上
線

の
拡
幅
は
、
ま
ず
国
道
20
号
桂

台
入
り
口
交
差
点
に
つ
い
て
、

渋
滞
解
消
と
車
両
の
安
全
な
通

行
の
た
め
に
、
右
折
レ
ー
ン
の

改
良
を
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

市
道
殿
上
線
の
国
道
20
号
交
差

点
か
ら
駅
南
口
ま
で
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
桂
台
地
区
を
含
め
、

駅
周
辺
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

回
遊
性
確
保
の
た
め
重
要
な
生

活
道
路
で
す
の
で
、
市
道
整
備

事
業
と
し
て
、
今
後
の
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
は
、

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
や
、
起
債
償
還
金
を
公
費
に

よ
り
返
済
す
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
複
数
の
事
業
を
同
時
着
工

す
る
こ
と
は
、
財
政
的
に
も
困

難
な
状
況
で
す
。
過
日
、
宮
谷

地
区
の
代
表
者
や
水
道
組
合
の

役
員
の
方
々
に
は
、
そ
れ
ら
の

状
況
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
、
宮
谷
地
区
住
民

の
合
意
形
成
が
整
っ
た
時
点
で
、

上
水
道
へ
の
統
合
整
備
計
画
を

再
度
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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Ｑ
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

Ｑ
  の
策
定
は

Ａ
認
定
率
の
過
度
な
引
き
下
げ

Ａ
は
し
な
い

問
来
年
４
月
か
ら
の
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
量

の
見
込
み
は
ど
の
よ
う
に

設
定
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

要
介
護
認
定
率
の
過
度
な

引
き
下
げ
を
目
標
に
す
べ

き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

し
、
サ
ー
ビ
ス
削
減
の
た

め
に
ケ
ア
マ
ネ
に
不
当
な

干
渉
は
す
べ
き
で
は
な
い

代
表
質
問

答
保
健
介
護
課
長

第
７
期
計
画
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の

見
込
み
に
つ
い
て
は
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

に
よ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
施
設

等
を
検
討
し
、
国
の
見
え
る
化

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
過
去
の
実

績
か
ら
将
来
推
計
を
算
定
し
、

コ
ン
サ
ル
等
の
意
見
も
参
考
と

す
る
中
で
、
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
委
員
会
に
諮
り
、
大
月

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
認
定

率
の
過
度
な
引
き
下
げ
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
必
要
な
人
に
必
要
な

支
援
を
行
う
こ
と
、
地
域
が
一

体
と
な
り
支
え
合
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
不
当
な
干
渉
を
行

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤本　実
日本共産党

発
行
：
大
月
市
市
民
生
活
部
 　
　
　

保
健
介
護
課

編
集
：
地
域
資
源
マ
ッ
プ
委
員

会
・
保
健
介
護
課

協
力
：
大
月
市
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
会
議

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
「
介
護
の
聖
地
」の
将
来
像
は

Ｑ
  Ｑ
  

Ａ
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

Ａ
ま
ち
大
月

問
石
井
市
長
は
、
選
挙
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
介
護
の
聖

地
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の

理
念
と
将
来
像
を
明
ら
か

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
市
長

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
、
そ
し
て
自
分
ら
し
く
、

住
み
な
れ
た
大
月
で
暮
ら
し
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
市
内
に

介
護
施
設
、
福
祉
施
設
、
教
育

施
設
等
を
誘
致
し
、
拠
点
づ
く

り
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設

の
有
効
利
用
、
ま
た
介
護
職
員

の
確
保
な
ど
に
つ
な
が
り
、
必

要
な
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
に
は
多
く
の
資
源
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
豊
か
な
自

然
で
あ
り
、
サ
ロ
ン
等
高
齢
者

が
集
え
る
居
場
所
が
多
く
存
在

す
る
こ
と
で
あ
り
、
元
気
な
高

齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
と
地

域
全
体
で
支
え
合
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利

用
者
家
族
や
介
護
労
働
者
等
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
大
月
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
れ

が
「
介
護
の
聖
地
」
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
全
て
の
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
「
癒
や
し
の
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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Ｑ
「
宿
泊
施
設
の
誘
致
に
関
す

Ｑ
  る
条
例
」
を
制
定
し
、
ホ
テ

Ｑ
  ル
の
誘
致
を

Ａ
新
た
な
条
例
を
整
備
し
な
く

Ａ
て
も
現
時
点
で
対
応
で
き
る

Ｑ
  イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
対
す

Ｑ
  る
考
え
は

Ａ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る

Ａ
外
国
人
観
光
客
を
積
極
的
に

Ａ
受
け
入
れ
て
い
く

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
対

す
る
考
え
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

ま
た
、
外
国
人
向
け
の
Ｐ

Ｖ
の
作
成
と
発
信
か
ら
始

め
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
産
業
建
設
部
長

駅
周
辺
の
飲
食
店
で
も
外
国

人
利
用
も
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
外

国
人
観
光
客
を
本
市
と
し
て
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
V
は
、
観
光
だ
け
で
な
く
、

移
住
に
向
け
た
市
の
情
報
発
信

と
し
て
一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
こ
と
や
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
「
宿
泊
施
設
の
誘
致
に
関

す
る
条
例
」を
制
定
し
、ホ

テ
ル
の
誘
致
に
向
け
た
取

り
組
み
を
加
速
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
産
業
観
光
課
長

こ
れ
か
ら
の
本
市
の
観
光
、

産
業
振
興
を
考
え
た
と
き
、
ホ

テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
の
誘
致

は
、
企
業
の
誘
致
と
同
様
に
、

非
常
に
重
要
な
施
策
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
企
業
の
誘
致
に
対

し
て
、
大
月
市
企
業
立
地
促
進

条
例
に
よ
り
優
遇
措
置
を
講
じ

て
お
り
、
そ
の
対
象
施
設
は
工

場
、
研
究
所
、
情
報
通
信
業
の

ほ
か
、
産
業
の
振
興
及
び
雇
用

の
創
出
を
図
る
も
の
と
し
て
宿

泊
施
設
も
該
当
し
て
い
ま
す
。
　
　

小林　信保

一
般
質
問

本
市
の
観
光
名
所
だ
け
で
な

く
、
自
然
景
観
や
大
月
独
特
の

魅
力
あ
る
資
源
を
生
か
す
と
と

も
に
、
今
後
庁
内
で
議
論
す
る

中
で
、
予
算
措
置
等
を
講
じ
る

こ
と
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
設
の
場
合
、
投
資
し
た
固

定
資
産
額
が
５
、
０
０
０
万
円

を
超
え
る
こ
と
、
も
し
く
は
新

規
雇
用
者
が
20
名
以
上
で
あ
れ

ば
条
例
に
適
合
し
、
企
業
立
地

奨
励
金
や
雇
用
促
進
奨
励
金
を

助
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

新
た
な
条
例
を
整
備
し
な
く
て

も
現
時
点
で
対
応
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

ホ
テ
ル
の
建
設
に
、
４
億

円
の
事
業
費
が
想
定
さ
れ

る
場
合
、
出
す
こ
と
の
で

き
る
奨
励
金
は
幾
ら
か
。

問答
産
業
観
光
課
長

４
億
円
と
い
う
事
業
費
、
そ

の
う
ち
の
建
築
費
が
例
え
ば
３

億
円
だ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
に

固
定
資
産
税
評
価
額
を
約
７
割

と
見
込
ん
で
、
固
定
資
産
税
１

・
４
％
を
掛
け
る
と
、
お
お
む

ね
３
０
０
万
円
程
度
と
な
り
、

３
年
間
に
わ
た
り
奨
励
金
と
し

て
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

富
士
急
行
線
改
札
口



連
合
で
管
理
運
営
す
る
大
鶴
楽

生
園
は
、
今
年
度
で
閉
園
す
る

手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

現
在
新
た
な
広
域
行
政
事
務

を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

近
隣
の
自
治
体
と
の
協
議
の
上

で
、
共
同
処
理
で
き
る
業
務
に

つ
い
て
の
検
討
を
す
る
中
で
、

経
費
の
節
減
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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Ｑ
  猿
橋
学
童
保
育
施
設
の
建
築

Ｑ
  手
法
は

Ａ
軽
量
鉄
骨
造
を
採
用

Ｑ
  東
部
広
域
連
合
で
共
通
の
課

Ｑ
  題
を
処
理
で
き
な
い
か

Ａ
業
務
を
検
討
し
経
費
節
減
と

Ａ
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
た

Ａ
い

問
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
で
、

共
通
の
課
題
を
処
理
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
広
域
行

政
の
あ
り
方
、
構
成
市
村

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
企
画
財
政
課
長

問
猿
橋
学
童
保
育
施
設
の
建

築
手
法
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
式
を
と
る
の
か
。

建
築
手
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

施
工
性
が
よ
く
、
耐
震
性
、
防

東
部
地
域
の
３
市
３
村
で
構

成
し
て
い
る
山
梨
県
東
部
広
域

鈴木　基方

一
般
質
問

再
質
問

病
院
の
あ
り
方
、
消
防
の

あ
り
方
な
ど
、
将
来
的
に

い
か
が
お
考
え
か
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
地

元
と
話
が
で
き
て
い
る
か
。

問答
病
院
事
務
長

広
域
連
合
で
広
域
化
再
編
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
検
討
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
院
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
院
と
連
携
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
高

齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
医

療
需
要
も
変
化
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
病
院
間
の
連
携

は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院

と
院
長
を
初
め
と
す
る
医
師
同

士
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
連

携
を
行
い
、
東
部
圏
域
の
医
療

水
準
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
消
防
業
務
に
お
い
て

答
市
民
生
活
部
長

答
消
防
長

答
市
民
生
活
部
長

地
元
初
狩
町
の
方
々
と
の
話

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
３
月

の
期
間
延
長
の
申
し
込
み
後
、

基
幹
的
設
備
の
改
修
工
事
の
着

工
と
新
処
理
施
設
が
整
う
ま
で

の
使
用
期
間
延
長
の
お
願
い
に

つ
い
て
、
地
元
の
皆
様
に
ご
理

解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
丁
寧
に

説
明
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

火
性
、
コ
ス
ト
面
等
の
総
合
的

な
判
断
と
、
周
辺
の
皆
さ
ん
に

長
期
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

工
期
が
短
い
工
法
で
あ
る
軽
量

鉄
骨
造
を
採
用
し
ま
し
た
。

は
、
大
月
市
、
都
留
市
、
上
野

原
市
の
３
市
に
お
い
て
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
大
規
模
災
害
訓
練

及
び
防
火
管
理
講
習
会
に
つ
い

て
共
同
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

こ
の
よ
う
な
連
携
が
今
後
の

消
防
広
域
化
に
向
け
た
糸
口
に

な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
３
市
で
連
携

を
図
り
な
が
ら
調
査
研
究
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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地
域
医
療
を
守
る
に
は
医

療
連
携
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

都
留
市
、
上
野
原
市
、
小
菅

村
、
丹
波
山
村
、
道
志
村
の

議
員
・
職
員
に
出
席
を
依
頼

し
た
結
果
67
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
合
同
研
修
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、
中
央
病
院

の
佐
藤
新
院
長
を
は
じ
め
副

市
長
他
、
多
く
の
方
に
参
加

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
病
院
の
使
命

と
役
割
を
明
確
に
掲
げ
て
職

員
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
や
病

院
の
経
営
改
善
の
取
り
組
み

を
わ
か
り
や
す
く
見
え
る
化

し
、
情
報
共
有
し
て
意
識
を

統
一
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、

中
に
い
る
職
員
が
こ
の
病
院

で
頑
張
り
た
い
と
思
わ
な
い

と
だ
め
「
や
れ
ば
い
い
ん
で

し
ょ
」
と
「
よ
し
や
る
ん
だ
」

と
い
う
意
識
で
は
出
て
く
る

成
果
が
大
き
く
違
う
。
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
事
務
職
に
対
し
て

は
、
会
議
を
す
る
上
で
赤
字

や
黒
字
の
議
論
だ
け
で
な
く
、

医
療
の
質
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が

あ
た
る
よ
う
な
資
料
を
作
る

よ
う
心
が
け
る
こ
と
や
新
規

入
院
患
者
を
増
や
す
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
て
も
具
体
的
に

何
を
す
る
の
か
を
掘
り
下
げ

る
よ
う
な
会
議
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は

病
院
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ

大月市議会主催事業　３市３村 議員・職員合同研修会

「病院と行政の連携について」

私たちは単なる「コンサルタント」ではない、
徹底した現場主義の「DOSULTANT」です。

病院職員と共に汗をかきながら協働するをモットーに活動しています。

「経営」には「医療の質」と「財務」が必要！ 
「医療の質」は現場が、「財務」は事務職が、「経営」は皆で頑張りましょう！　

ョ
ン
等
、
的
確
な
現
状
把
握

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

質
疑
応
答
の
中
で
佐
藤
新

院
長
か
ら「
理
念
が
大
切
だ
」

「
縁
を
大
切
に
」等
の
講
演
内

容
に
対
し
共
感
を
頂
き
ま
し

た
。合

谷
先
生
を
病
院
に
お
招

き
し
、
共
に
汗
を
か
い
て
い

た
だ
く
こ
と
は
病
院
の
経
営

改
善
に
繋
が
る
と
の
印
象
を

持
っ
た
参
加
者
も
少
な
か
ら

ず
い
た
と
思
い
ま
す
。

病
院
と
市
当
局
と
で
、
是

非
と
も
検
討
を
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

講 師 紹 介

開催までの経緯

ＮＰＯ法人病院経営支援機構
理事長　合谷 貴史

【略 歴】
東京理科大学薬学部卒業
伊藤忠商事（株）入社
有限会社ドゥーダ設立
NPO法人病院経営支援機構設立
平成 21〜26 年度　沖縄県立病院
経営アドバイザー

中央病院運営委員会内に設置され
た小委員会から市長に提言書が提
出されました。そこで議会として
も、病院の質と経営に対し、改善
策を検討するための中央病院経営
検討部会が設置され、今回の研修
会を企画し、開催に至りました。



あなたも
本会議を傍聴しませんか

（ 開 会 日 ）
（ 代表質問・

一般質問 ）
（ 閉 会 日 ）　　　

­議会日誌

この市議会だよりは、資源保護のため再生紙を、
環境保護のため大豆油インクを使用しています。

ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

編集・発行

市議会広報委員会
大月市議会事務局　
〒401−8601 山梨県大月市大月2丁目６番20号　
TEL.0554−23−1057　FAX.0554−23−0321
E-mail  gikai-19206@city.otsuki.lg.jp

委員長　　鈴木　基方
副委員長　小林　信保
委　員　　小泉二三雄
委　員　　鈴木　章司
委　員　　藤本　　実
委　員　　相馬　　力

市議会
広報委員会

20 日

※定例会前の議会運営委員会で正式
に決定されますので、詳細は議会事
務局にお問い合わせください。

９月

全員協議会
大月市議会基本条例調査特別委員会

平成 29 年第３回（９月）市議会定例会開会

代表質問 ・ 一般質問
総務産業常任委員会
大月市議会基本条例調査特別委員会
大月市地域活性化対策調査特別委員会

10 月
議会運営委員会
全員協議会
平成 29 年第３回（９月）市議会定例会閉会
市議会広報委員会

17 日 大月市議会基本条例調査特別委員会
議員定例懇談会

19 日 山梨県市議会議長会第 258 回定期総会
24 日 意見交換会（文化協会×市議会）

27 日 平成29年第２回山梨県後期高齢者医療広域連合議会定例会

26 日 全国自治体病院経営都市議会協議会第13回地域医療政策
セミナー

11 月
全国広域連携市議会協議会第 67 回理事会１日  
大月市議会基本条例調査特別委員会２日  
議会運営委員会６日
市議会広報委員会
総務産業常任委員会行政視察研修【群馬県高崎市】９日

10 日
14 日

社会文教常任委員会行政視察研修【静岡県袋井市】15 日

6 日 

決算審査特別委員会

22 日 

社会文教常任委員会25 日
３市３村議員・職員合同研修会
決算審査特別委員会

３日 

7 日 

11 月

12 月   

12 月

12月定例会の日程（予定）
日

日

日

29

11

15
27 日

決算審査特別委員会28 日
決算審査特別委員会29 日

編集後記

市議会広報委員会委員の改選が行わ
れ、委員長に私、鈴木基方、副委員
長に小林信保議員が新たに選出され
ました。委員会メンバー一同、市民
のみなさまに市議会の内容をお伝え
する広報誌として、さらにわかりや
すく、また内容も充実させていきた
いと考えておりますので、市議会だ
よりを今後ともよろしくお願い申し
上げます。　　（担当 鈴木基方）

議会の傍聴は、傍聴券に住所・氏名な
どを記入するだけで出来ます。
詳しいことは議会事務局へお問い合わ
せください。

委員長 鈴木 基方 副委員長 小林 信保

総務産業常任委員会行政視察研修【群馬県吾妻郡東吾妻町】
社会文教常任委員会行政視察研修【静岡県三島市・静岡市】

議員はあいさつ状（年賀状等）を出すことが公職選挙法で禁止
されています。（自筆による答礼は除く。）
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